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研究安全と倫理 科学コミュニケーション 科学と社会

分子生物・遺伝学

脳構造形態学実習

記憶・学習

脳科学研究戦略

神経シグナリング

神経発生と生後発達

神経科学と疾患

神経情報計算論・統計

脳科学実験1,2

脳科学研究基礎実験Ⅰ

脳科学研究基礎実験Ⅱ

脳科学研究基礎実験Ⅲ

脳科学研究基礎実験Ⅳ

脳科学研究特殊実験Ⅰ

脳科学研究特殊実験Ⅱ

脳科学研究特殊実験Ⅲ

脳科学研究特殊実験Ⅳ

細胞生物学

神経生物物理学

行動認知神経科学

システム神経科学

神経科学と創薬

ストレス・老化神経科学

脳科学研究特殊実験Ⅴ

研究指導（１－５年次配当）

基礎および応用科目群で身に付けた知識を実験で確認する。基礎実験は、
学位論文作成に向けての予備実験として、実験技術、データ解析技術を学
び、必要に応じて新たな研究方法の開発を行う。特殊実験は、明確な課題設
定の下に実験デザインを立案し、実験を実施し、一定の結論を導き出し、博
士学位論文につなげる。

応用科目群（２－４年次配当）

所属する分野、部門についての高度の専門性を
身に付け、短期、長期の研究戦略を立案するマ
ネジメント力を身に付ける。

ラボローテーション（１年次配当）
複数の研究室を1ヶ月でローテーションし、所属部門を

決定する。柔軟で複眼的な視野を養い脳機能の本質
理解を深める。

資料４

基礎科目群（１－２年次配当）

関連分野の基礎的素養と専門性の理解を深め、
博士課程レベルの高い教養を身に付ける。

脳科学研究科教育課程の全体図


